
 

2019（令和元）年度 

日本英文学会九州支部 第 2 回編集委員会議事録 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

日 時：2019（令和元）年 10月 26日（土） 午前 10時～10時 57分 

場 所：熊本県立大学 講義棟 2号館 2階会議室 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

議事： 

 

1. 『九州英文学研究』第 35号（支部統合号 Vol. XI）の刊行について   

  小林編集委員長より『九州英文学研究』第 35号（支部統合号 Vol. XI）の刊行について

説明がなされた。2019 年 1 月 20 日刊行予定。内訳は、一般投稿 11 編（イギリス文学

3編、アメリカ文学 6編、英語学 2編）、慫慂論文 1編（イギリス文学 1 編）で、総計

12 編の投稿があった。英文学 1 編（慫慂論文）、アメリカ文学 2 編、英語学 1 編、計

4編を掲載。学会賞（「優秀論文賞」「奨励賞」）の受賞はなし。 

 

2. 『九州英文学研究』第 36号（支部統合号 Vol. XII）について 

  小林編集委員長より『九州英文学研究』第 36 号（支部統合号 Vol. XII）について報告

され、すべて承認された。内訳は、一般論文 7編（イギリス文学 1編、アメリカ文学 5

編、英語学 1編）、慫慂論文は 1編（アメリカ文学 1編）、総計 8編の投稿があった。

審査の結果、アメリカ文学 1編（慫慂論文）を採用、英語学 1編を再審査、イギリス文

学 1編、アメリカ文学 4編が不採用となった。再審査の結果、英語学 1編が採用となっ

た。その結果、アメリカ文学 1編（慫慂論文）、英語学 1編、計 2編の掲載となった。 

 

3.  九州支部学会賞（「優秀論文賞」、「奨励賞」）の審査について        

     

  小林編集委員長より学会賞選考に関して報告がなされ、承認された。九州支部学会賞の

基準にそって審議した結果、今回は「優秀論文賞」、「奨励賞」ともに該当者なしとな

った。 

 

4. 「招待発表者」ならびに慫慂について               

  小林編集委員長より慫慂に関する報告がなされた。第 72回支部大会では、イギリス文

学部門（井原慶一郎氏）、アメリカ文学部門（岡本太助氏）、英語学部門（樋口万里子

氏）の 3名の招待発表を依頼した。 

   また、来年度の支部大会へ向けても、招待発表と慫慂論文の依頼を行うことになった。

一般発表についても編集委員から広く論文投稿を促し、『九州英文学研究』の充実を図

る申し合わせが確認された。 

 

5.  支部大会統合プロシーディングズについて                  

永次書記より以下の報告がなされた。これまで統合版として出版されていたプロシー

ディングズは、今年度より各支部局の HP に電子掲載することになった。これにより、

昨年度の支部大会における口頭発表から電子掲載の対象となる。 

また、プロシーディングズの電子化に伴い、投稿希望の確認がなくなる点、投稿締切

を各支部が設定できる点、投稿方法が PDF ファイルのメール送付になる点、事務局に

よる校正作業は行われない点が報告された。PDF ファイルでの提出になったことに伴



 

い書式の変更が生じるが、これについては既に発表者に伝達済みである。今年度は 2019

年 10 月 25 日を締め切りとし、編集委員会開催時の段階では、事務局によって編集作

業中である。作業終了次第、九州支部 HP上にアップロードする予定である。 

 

6.  来年度の支部大会について                   

  大橋支部長より、来年度の九州支部大会は西南学院大学で 2020 年 10 月 17 日（土）、

18 日（日）に開催されることが報告された。開催校責任者は河原真也氏（西南学院大

学）。 

 

7.  次期編集委員の選考について                        

  小林編集委員長より次期編集委員について、早瀬委員の退職に伴い、来年度から宮本敬

子氏（西南学院大学）に交代することが報告され、委員から了承された。また他の部門

についても変更があれば早めに大橋支部長、小林編集委員長に申し出るように依頼が

あった。 

 

8.  その他 

  編集委員の『九州英文学研究』への論文投稿について                 

  小林編集委員長から、編集委員が一般投稿論文として論文を投稿した場合の手順につ

いて問題提起がなされ、審議の結果、その場合は、編集委員としての立場は残すものの、

当該年度に限って、編集会議を含む編集業務には携わらず、その旨を当該号に明記する

という案で合意がなされた。 

 

-------出席者 15名、欠席者 1名（敬称略、部門別五十音順、事務局 3名含まず）------- 

 鵜飼 信光（英文学）              岡本 太助（米文学）          

 後藤 美映（英文学）                高野 泰志（米文学） 

 小林 潤司（英文学・編集委員長） 高橋 勤 （米文学）      

 虹林 慶 （英文学）                   竹内 勝徳（米文学）         

 宮川 美佐子（英文学）            早瀬 博範（米文学） 

 大和 高行（英文学） 

 

大橋 浩 （英語学・支部長） 

 西岡 宣明（英語学） 

 福田 稔 （英語学） 

 松元 浩一（英語学）（欠・委任状） 

 山田 英二（英語学） 

 

 田中 公介（事務局） 

 永次 健人（事務局、プロシーディングズ担当） 

大塚 知昇（事務局、議事録担当） 

 

出席者総計 18名（事務局 3 名含む）



 

2019（令和元）年度 

日本英文学会九州支部 理事会・評議員会議事録 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

日 時：2019（令和元）年 10月 26日（土） 午前 11時 03分～12時 18分 

場 所：熊本県立大学 講義棟 2号館 2階会議室 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

理事会・評議員会に先立ち、出席者の簡単な自己紹介を行った。 

 

議事： 

 

1. 活動報告                

田中事務局長より『九州英文学研究』と『大会 Proceedings』の刊行について報告があ
った。また、2018年度及び 2019年度の主な活動について、以下の通り報告があった。 

・ 第 71回支部大会（2018年 10月 20日（土）・21日（日））於九州女子大学（九州
共立大学との共催）：研究発表 16 件（イギリス文学 5、アメリカ文学 5、英語学
6）（注：シンポジウム・特別講演は含まず） 

・ 理事会・評議員会（2018年 10月 20日（土）） 

・ 編集委員会（2018年度第 2回 2018年 10月 20日（土）、2019年度第 1回 2019年
7 月 27日（土）、2019年度第 2回 2018年 10月 26日（土）） 

・ 第 72回支部大会（2019年 10月 26日（土）・27日（日））於熊本県立大学：研究
発表 20件（イギリス文学 7、アメリカ文学 5、英語学 8）（注：シンポジウム・特
別講演は含まず） 

大橋支部長より、支部内部留保の本部保管体制への移行について報告がなされた。
活動資金 2 年分を算出し支部にとどめ、それ以外を「支部活動基金」の口座に預金す
ることとなる。 

 

2. 会計報告 

田中事務局長より 2018年度の会計報告がなされ、園田暁子氏（福岡大学評議員）より
監査報告があったのち、承認された。次に、田中事務局長より 2019年度会計の中間報
告と 2020年度の予算案が報告され、承認された。 

 

3. 統合号出版経費負担について           

   田中事務局長より、出版経費負担に関して以下の報告があった。 

（1）プロシーディングス分担金   0円 

（電子掲載に移行のため。2018年度は 99,193 円（46頁））  

（2）支部大会資料統合版分担金   0円           

（3）英文学研究支部統合版第 12号 未定（第 11号は 87,637 円（46頁））  

 

4. 編集委員会報告                                     

（1）『九州英文学研究』第 35号について 

 小林編集委員長より『九州英文学研究』第 35号について報告があった。 

2019年 1月 20日刊行予定。内訳は、一般投稿 11編（イギリス文学 3編、アメリカ
文学 6編、英語学 2 編）、慫慂論文 1編（イギリス文学 1編）で、総計 12 編の投稿
があった。イギリス文学 1編（慫慂論文）、アメリカ文学 2編、英語学 1編、計 4編
を掲載。学会賞（「優秀論文賞」「奨励賞」）の受賞はなし。 

 

（2）『九州英文学研究』第 36号について            

小林編集委員長より『九州英文学研究』第 36号について報告があった。内訳は、一
般論文 7編（イギリス文学 1編、アメリカ文学 5編、英語学 1編）、慫慂論文は 1編



 

（アメリカ文学 1 編）、総計 8 編の投稿があった。審査の結果、アメリカ文学 1 編
（慫慂論文）を採用、英語学 1 編を再審査、イギリス文学 1 編、アメリカ文学 4 編
が不採用となった。再審査の結果、英語学 1 編が採用となった。その結果、アメリ
カ文学 1編（慫慂論文）、英語学 1編、計 2編の掲載となった。 

 

（3）学会賞について                     

九州支部学会賞の基準にそって審議した結果、今回は、「優秀論文賞」「奨励賞」と
もに該当者なしとなった。 

 

（4）その他 

a. 編集委員の交代（アメリカ文学部門）について                

本務校退職の為、早瀬委員から宮本敬子氏（西南学院大学）に交代することが
報告された。 

b. 編集委員の『九州英文学研究』への論文投稿について 

小林編集委員長から、編集委員が一般投稿論文として論文を投稿した場合の
手順について問題提起がなされ、審議の結果、その場合は、編集委員としての
立場は残すものの、当該年度に限って、編集会議を含む編集業務には携わらず、
その旨を当該号に明記するという案で合意がなされた。 

                        

5. 評議員校について                

  鹿児島純心女子大学ならびに熊本学園大学について、継続して評議員を担当できる教
員が在籍しているかどうかを確認の上、今後評議員校継続の可否を検討することが承
認された。 

 

6. 2020年度全国大会について      

  大橋支部長より、九州支部が担当となる 2020年度全国大会について報告があった。2020

年 5 月 16 日（土）、17 日（日）に琉球大学にて開催予定。開催校責任者は石原昌英先
生（琉球大学）。 

 また、開催校責任者の石原先生よりご挨拶があった。 

 

7. 来年度（2020年度）支部大会について 

   大橋支部長より、来年度の九州支部大会について報告があった。2020年 10月 17日（土）、
18 日（日）に西南学院大学にて開催予定。 

 

8. 理事名、評議員名、編集委員名                      

  評議員名簿、理事名簿、編集委員名簿を確認した。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝出席者 31 名（敬称略、五十音順）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

≪評議員≫          ≪理事（評議員を含む）≫    ≪事務局≫   

石原昌英       鵜飼信光                    田中公介（事務局長） 

岩清水由美子                  大島由起子 永次健人  

江頭理江 大橋 浩（支部長）        大塚知昇 

大野瀬津子  大津隆広（副支部長）     

木原謙一 後藤美映  ≪編集委員≫        

木原 誠 小林潤司（編集委員長） 岡本太助 

黒木隆善 高野泰志                     

園田暁子 高橋 勤                      

田中俊也 竹内勝徳  

中島久代 西岡宣明  

宮川美佐子 虹林 慶 



 

村尾治彦                      早瀬博範 

大和高行  福田 稔 

 山田英二 

 

 

 

 


